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委員会で検討すべき事項 全体計画（案）

第１回委員会 第２回委員会 第３回委員会 第４回委員会

H23.4.12 H23.5.24 H23.7予定 H23.9予定

１．被害の総括
・液状化等地震による被害
・津波による被害
※資料収集整理、震度と被害規模との関係等分析

２．緊急対応、応急復旧のあり方
・段階的応急復旧方策のあり方
※事例収集整理、緊急対応の状況把握
※水道等の復旧状況からみた応急復旧方策検討

３．本復旧のあり方
・液状化対策のあり方
・津波対策のあり方
・本復旧にあたって留意すべき事項

４．機動的な公衆衛生の確保方策のあり方
・公衆衛生確保に対応した下水道のあり方
※仮設トイレや未処理下水等に関する現地確認調査

５．広域被害が生じた場合の支援等のあり方
・被害状況調査のための支援のあり方
・ユーティリティ等の不足状況下における下水道BCPのあり方

６．あり方のとりまとめ
※現行のハード・ソフト対策の評価


